



















































































































り上げる。この入植地では、筆者が第 3章、第 4章、第 5章の各調査地で別個に観察した
のと対応する諸事象が、それぞれに収斂する状況が発生していた。それは、この入植地が
設立から 20 年以上経過しており、入植者たちが手掛けてきた事業が様々な形で実体性を
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帯びていったことに由来する。入植地のこうした特性をふまえ、本章では、より俯瞰的な
視座から、他の各章で注目したそれぞれの事象が、どのように地域の発展へと結実してい
く潜在性を持っていたのかについて再帰的に考察する。 
第 7章「結論」では、各章の民族誌の分析と理論的総括を行う。歴史上、アマゾン植民
地化の過程に関与してきた当事者たちは、フロンティアに存在する生態資源を商品へと変
換し、市場へと運び出すことを試みてきた。彼らは、それぞれに異なる特性を持った集団
からなっていた。各集団はそれぞれ異なる形の知識、技術、資本を備えており、それぞれ
の利潤抽出のモードを適用することで生態資源の商品化を可能としてきた。本章では、こ
うしたフロンティア資本主義の分析視座を適用することで、本論全体で注目した「土地な
し」と「小規模生産者」が、今日の農地改革のパラダイムの中で、フロンティアでの利潤
抽出を可能とする集団の組合せであるという理解を導き出した。前者は、「土地」、すなわ
ち生態資源の産出基盤としての地表の一部を、私的所有地として擬製することで、「商品」
として交換することを可能としていた。一方、後者は、前者が提供する「商品」が、その
非公式性ゆえに市場価格よりも安価に取得可能であるため、それを生産基盤として流動的
に編入することで利潤獲得上の優位性を達成していた。 
